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B 21 腰部におよぼイ,ヽ ?ンタa ンの衣服鳶について
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目的　 これ3  でょ 巽製ジ ーパ ンの衣服 玖計測S- 行 い 、形 態 の相it  ・よ り蝶部 および 腰部

If. およ ぼf  影 響 度が` 異な る こt  v< 明ら≪ヽに な9 だ．I  こぞ. 次に衣服＆に影 響をお よぼ し

<  いる＆S,- 紗れる 陵 ろの股工一緩 の祓 斜 と股ぐ ソ の摩 ぎに ついて,  衣服 鳶 ヵヽら比較検 討t  i>

ft めに ぽンタ ロ ン 玄s

-jr溥、1 ごヽン7 ロン の基 本 パ･ター ン £か体戴断 ≫ヽら黛 陥し. 後 ろ<n 股二 線の傾斜 角とHS:<-

りの 渫 ぎ＆変化-? -tt  .    次． バ タ-    > に-7 い てら一･4-ング とデュ ムヽ でペ>  タロ ン を製作しrこ.

バ タ- ンa  ,   基本な ．股よ一線 傾 斜 得/o･■ が 、股ぐ リ・ ざ+･ 2  cm. ･ －  o CM.,      殷ぐ リ寸砥をIS]

-- 1 -して殷 ぐ' り が` 厚いもの･  股ぐ りが'戎 く頑 斜 角が・ 右のの計7 種 としt-.    -れ ら につい

て政ん 女3  i 名^ 対 象i八 ふ征･  椅 忿位 ・中腰位 忿讐ビ 、社製 ジーハ'ンと 同様 に衣服/£i-

i-r劃 しr~.

μ 莱Q) 政ぐ り&  2 ．凛<  す4  二衣 服瓜μ 低 下f るが 、股ふ線1c･妹斜 しr^  方μ 衣服£

ば低く、碩 斜 誦2a°・ 動作邁 μ派 ≪A'最心偏 い.   し しヽ 、外観 の美し?  It; fe いて問萬v< 残 る．

②　 基本型fc  股ぐ リ £  2 ．浅 くしれ場合 は頴似傾 向 を.示レ.  ぷ 服i£iatS,く.  複 霜 の方､バ釦

作涌 む侭f ヽ;`伽 い. ③　 股ぐ り寸低 £同一に しfこ場合 、傾 折 角と 股< ■･リ渫 ぎの衣 服 斥/ヽヽの斟

喀 震 の鳶ば あ3   り明確 でぼrs い．ヽ * ,      餉右 ．方B,ごや々l＼ヽざい.  ④　 デ エム15  シーチ ン?' より

点服鳶o'ご々 々高く,    i U. パ' タ-  >  の相 壇μ顕 鳶び鳩 合 を.除tf 衣服 μ-に明確 り'ゑがft  ら八

Γφ`fl`7 た,

B 22 Kbｲ乍時における身休及ひごダード､レ・ ゑみ/こっ､｡ヽ７
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目的　が一ド,ﾚ を鳥用し-t妬作を行っ
痢腹部μ生じる瓦みを比軋唖鈴し曹体ふ

が一ｈレ01フ,イ　ット練＆追求すふ。
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隋で々ス 且吝Jは.  XIゲー引 り クゑみ £測定す＆ ．

郁作iみ，V^ スト,  層 ．前屎 ．後雇．側倒尊μつ ぃz.

堆 準4本■^。叔 発奮 ，2は ．女^･ 一名＼-~つぃ-i.抒う,

飴 果 漑 部で･^ ，ツィ ス1-  をか^  こと

k^O  . W.L.I--JJ､, て 良o> 丞み とな って

い るφ; 牙峰下 部 μな 引＝徒 ，`乙神長 さJHし

将K  , H.L 湘･近でIま最大し 遭す る貳 ，が

一 川 ／o>着 下壊^' μ咸 ケr  ふ 。
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